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ネットの横書き
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縦書きのお作法

・書き始め、段落の最初は１字下げ

・段落ごとに改行

・むやみに改行しない

・文末には句点（。）
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横書きにする場合でも、基本的な事柄

は、縦書きの場合と違わない

文化庁・言葉に関する問答集１１『原稿用紙の使い方』（１９８５年）
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岸田奈美のnote https://note.kishidanami.com/
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弟が万引を疑われ、そして母は赤べこになった（岸田奈美のnote 2019年9月30日）
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弟が万引を疑われ、そして母は赤べこになった（岸田奈美 小学館文庫 2023年）
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ネットの横書き

・行頭の１字下げはしない

・段落ごとに改行して１行あける

・１文ごとに改行、１行あけも多い

・文末は絵文字が好まれる（ＳＮＳ）
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ルーツはケータイ小説？

携帯（ガラケー）で書かれ、
携帯で読まれる小説。２００
０年代に一大ブーム。
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・横書き
・改行が多い
・一文が短い

小さな画面に合わせたスタイル
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ページをめくる

上から下へスクロール
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日本の文字は、そもそも縦で書かれてきまし
た。ですから、縦書きには日本語ならではのリ
ズムがあるのです。

縦書きで読むものは、そのリズム、書くス
ピード、読むスピード、それらを十分に考慮し
つつ、やはり縦書きで書くのがよいのです。

「直筆」の手紙力「縦書き」の効果 阿刀田高
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担当編集者に聞きました
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主にリズムを整えていたと思う

横書きから縦書きに変えると、読む
リズムがかわる

本という媒体では「縦書き」が最
適なので、リズムを整えて世に送り
出した
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空行を多くすることで

次にどんなセリフや文章が来るのか？

という期待をうまくコントロールでき

る
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我が弟に目を向けると。

口をへの字にしてた。 めちゃくちゃ…

我が弟に目を向けると、口をへの字にして

た。めちゃくちゃ…
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「。」の方が、時間がとまる感じがしま

せんか？ 「、」だと流れるように読めま

すね。

 情景を立ち止まってしっかり想像させて

くれるように思います。
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岸田さん独特で、おもしろいと個人的には

思っています。

岸田さんならではの話しかけてくるような

文章！という感じがします。



読みやすさのた
めの使い分け

表記の統一性

ひらがな
カタカナ
漢 字
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国の国語施策

常用漢字表
現代仮名遣い
送り仮名の付け方

目安、よりどころ
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文章を書くには
「規範」が必要
常用漢字表の範囲で
漢字を使う
⇨ 目安をルールに
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漢 字 カタカナ ひらがな

常用漢字表が基
本

磯、炒など８字、
鶏（とり）など ３
字の読みを加え
るなど

・外国人名
・外国地名
・擬音語・擬声語
・特別の意味や
ニュアンスを出す
とき（思うツボ）

・漢字とカタカナ
以外

代名詞、連体詞、
接続詞、助詞、擬
態語、漢字本来
の意味がずれて
使われるとき…
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常用漢字表
⇨ものの名前が少ない

う（鵜）、ふ（麩）
おい（甥）、めい（姪）、おけ（桶）
たんす（箪笥）…
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25AJINOMOTO PARK https://park.ajinomoto.co.jp/recipe/card/708617/

シンポジウム「日本語をどう書くか」：ネットの横書き（成川祐一）



26

きょうだいが多いのでめいとお
いへのお年玉の出費はこたえる。

おじいさんはおけとたるを作る
職人だった。
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表外字、表外音訓を含む道具、器具類など

の名称は、ひらがな書きするが、埋没して

読みにくくなる場合にはカタカナ書きして

もよい
記者ハンドブック１４版「用字について」１０９ページ
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おじいさんはオケとタルを作る

職人だった。
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動植物名はカタカナ

1. 伝統漁法のウ飼いはウを使ってアユをとる。

2. 伝統漁法のう飼いはウを使ってアユをとる。

3. 伝統漁法の鵜飼いはウを使ってアユをとる。

4. 伝統漁法の鵜飼いは鵜を使って鮎をとる。
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・熊様の動物とは熊とは
断定できない熊のような
動物

・過去には「刃物様の物」
「爆弾様の物」も

・今後も類似の案内があ
るのでご承知おきを
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ありがとう

ございました
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